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プラットフォームの概要

• 先端研究基盤共用・プラットフォーム形成事業

– 全国で34施設が参画 ⇒

– 産学官による共用を通して学術・イノベーション創成に貢献

– ２つのプラットフォームを形成、高度利用支援（光ビーム、NMR）

PHOTON BEAM
P L A T F O R M
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プラットフォームの活動
PHOTON BEAM
P L A T F O R M

ネットワーク化による高度利用支援

○ ユーザーに向けた一元的な情報提供・相談・斡旋

○ ユーザーフレンドリーなサービス形態創成
講習会、実験環境の互換性向上（データフォーマット、試料ホル
ダ）

〇 新しい測定方法・解析方法の創成
高強度レーザーと放射光の複合利用研究
新しい技術の展開

〇 高度研究支援人材の育成

○ 先端研究施設と産業界との協働作業によるイノベーション創出
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• ホームページによる情報提供 http://photonbeam.jp/
相談対応 consult@photonbeam.jp

• 展示会出展
– レーザーEXPO2014、JASIS2014

• 学会
– 応物秋季大会（出展／セミナー／チュートリアル）

– 放射光学会（発表／企画講演）

• 出版・報道
– 日刊工業新聞「コアテクノロジー」 2014年11月～1月

– 月刊オプトロニクス 「共用施設活用のススメ」 2015年1～9月号（予定）

広報活動
PHOTON BEAM
P L A T F O R M

読者に、光ビームプラットフォームだけでなく、先端研究基盤共用・
プラットフォーム形成事業全体に対する理解を深めてもらう事を目
的とする広報活動

*
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新聞掲載

2014/11/17 2014/12/8

日刊工業新聞「コアテクノロジー」欄

光ビーム活用のテーマで11/17～1/26の間、都合9回掲載

PHOTON BEAM
P L A T F O R M

※記事の著作権は

日刊工業新聞社に
帰属します
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学会誌掲載

2015年1月号

OPTRONICS誌 『共用施設活用のススメ』

2015年１月号～９月号

PHOTON BEAM
P L A T F O R M

2015年2～5月号
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合同シンポジウム2014
平成26年度光ビームプラットフォーム報告会

PHOTON BEAM
P L A T F O R M
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互換性向上

測定手法 フォーマット

XAFS txt

X線回折 img, txt, Tiff

光電子分光 txt, xml 等

X線小角散乱 Tiff, txt 等

測定データのフォーマット

付加的なデータ要素や配列で複数の
バリエーションがあるのが実情

→XAFSから検討着手
xmlを用いた素案出来

<?xml version="1.0" encoding="UTF-8" 
standalone="yes"?>
<xafs_format>

<!--共通XAFSデータフォーマット案 Ver.0.9a 20150220-->
<lightsource>

<facility>PF</facility>
<beamline>BL-12C</beamline>
<operation_mode>

<current unit="mA">450</current>
<topup>true</topup>
<filling_pattern>MB</filling_pattern>

</operation_mode>
<research_subject>

<proposal_number>2014G001</proposal_number>
<name>PF Taro</name>
<affiliation>KEK-IMSS</affiliation>

</research_subject>
</lightsource>
<optics>

<monochromator>
<material>Si</material>
<lattice_plane>111</lattice_plane>
<distance unit="nm">0.313551</distance>
<number_of_crystal>2</number_of_crystal>

・・・・

PHOTON BEAM
P L A T F O R M
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互換性向上

トランスファーベッセルで用いられる
サンプルホルダを対象にして検討

サンプルホルダ（治具） トランスファーベッセル用サンプルホル
ダの形状を調査し、施設間で試料交
換が容易になるように共通試料台案
を考案（H27試作予定）

PHOTON BEAM
P L A T F O R M
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特筆すべき成果事例 PHOTON BEAM
P L A T F O R M
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協同的な取組
PHOTON BEAM
P L A T F O R M

赤外自由電子レーザー照射によるアミロイ
ド線維の微細構造の変化を、放射光赤外
顕微分光法で分析

理科大FEL-TUS 立命館大SR 阪大レーザー研 KEK-PF

高強度レーザー加圧による固体結晶の構
造変化を、放射光Ｘ線回折法により時間分
解その場観察
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レーザー照射前後のラウエ像

Before

After
(50ns) 

c軸a軸

PHOTON BEAM
P L A T F O R M
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複数機関を活用した事例
PHOTON BEAM
P L A T F O R M

SPring-8/立命館・あいちSRセンター横断利用による

革新型高容量蓄電池の研究開発
株式会社日産アーク

リチウム空気二次電池のLi2O2の正極反応の解析を行い、性能向上に向けた課
題抽出を実施。

SPring-8 硬X線、in situ時間分解XRDでLi2O2の溶解反応追跡

立命館SRセンター 軟X線、OやLiのXAFS
あいちSRセンター 電解液、Li塩に含まれるPやSのXAFS
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人材育成

各施設の利用者向講習会
（アウトリーチ活動）

合同による研究支援者交流会
（8機関より計26名参加、2015/3/2）

2015/3/5 XRDグループ講習会・見学会 （あいちSR)
2014/12/4～5 XAFS講習会(KEK-PF)
2014/7/30 XAFSデータ解析講習会 (SPring-8)
2014/7/24 安全安心のための分析評価研究会(SPring-8)
2014/7/4 グリーンサステナブル研究会 (SPring-8)

PHOTON BEAM
P L A T F O R M
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• 共用事業の開始以来、社会情勢を反映しつつも
利用数は急増

共用事業の利用状況

事業開始

プラットフォーム事業開始

時間

年

リーマンシ
ョック

東日本
大震災

課題数

年

課題数で53%、時間で89%は産業界による利用(2014年度）

PHOTON BEAM
P L A T F O R M
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有償・自主事業

時間課題数

年年

PHOTON BEAM
P L A T F O R M
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※共同研究、委託研究を含んでいない



• 共用の認知度向上、ユーザーの拡大

• ユーザーサービス面の改善

• イノベーションや社会貢献に向けての戦略的取組

• 人材

今後強化すべき点

H28年度以降の計画に反映

PHOTON BEAM
P L A T F O R M
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１）共用の認知度向上、ユーザーの拡大
– 広報・営業活動の強化
– 民間活力（分析受託会社等）の活用

２）ユーザーサービス面の改善
– 課題申請手続きや実験可能時期の情報等、ITのさらなる活用
– ユーザーの多様な実験計画に対するコンシェルジュサービス
– 民間活力（分析受託会社等）を活かした支援強化
– 運用の工夫による待ち時間の短縮の検討

３）イノベーションや社会貢献に向けての戦略的取組
– 連携を活かした技術検討、ユーザーへの展開
– 標準化や基準策定を目指す中長期的取組（例：EUV、レーザー損傷等）
– 国策課題等の重要課題への連携参加、セーフティネット
– プラットフォーム間の連携、それを通したコミュニティ拡大

４）人材
– 若手・技術支援者層の専門性の向上
– 人材確保、後継者養成、キャリアパス作り

取組の方向性 PHOTON BEAM
P L A T F O R M
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• プラットフォーム内連携
施設の複合的な利用の拡大
連携機関の構成機関化
コンシェルジェサービス、コーディネータの連携

• プラットフォーム間連携
良い研究対象と適した研究手法の出会いが優れた成果創出につながる
物質創成研究者群と解析研究者群の交わりによる研究促進

プラットフォーム内連携からプラットフォーム間連携へ

光ビームPF

コミュニティ

コミュニティ

コミュニティ コミュニティ

NMR-pf

ナノテク-pf

コミュニティ

コミュニティ

コミュニティ
の共鳴

コーディネータ
の連携

合同シンポジ
ウム等の開催

TIA-nano

コミュニティ
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まとめ

• 実験環境等の互換化が進みつつある

• 製品につながる研究、標準化等の成果

• 本事業を通して、利用が拡大し、自主有償利
用制度の利用も拡大している。

• 今後
プラットフォーム間の連携や国策課題対応
民間活力の活用
人材育成とキャリアパス作り支援

PHOTON BEAM
P L A T F O R M
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